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それではご覧ください





学びの3つの柱

AL型授業
探究
キャリア
教育

学校
⾏事

部
活動HR



⽬標の共有後、 「個」の学習
「わかった」と思うけど・・・

「協働」の学習(アウトプット)
「あ、そうか！」「なるほど」

最後に「個」でふり返り
「わかる。大丈夫だ！」

⼀⼈ひとりが確かな学⼒をつけられる
１.アクティブラーニング型授業



授業の様⼦



⾼校1年⽣ ⾼校2年⽣

1学期 2学期 3学期 1学期 2学期 3学期

探究基礎スキ
ルの習得

希望するゼミに分かれて
個⼈・グループ研究 発表 論⽂

週1時間×2年間

２.未来への扉 (みらとび・総合的な探究の時間)



⾼1 1学期 探究基礎スキルの習得
授業実績（2021）

1 探究とは？

2 課題の設定・情報収集

3 整理分析・まとめ表現

4 興味のタネを見つける

5 興味のタネを育てる

6 興味のタネを表現する

7 学問領域・ｾﾞﾐｶﾞｲﾀﾞﾝｽ



心理学ゼミ
数学・情報ゼミ
スポーツ社会学ゼミ
ビジネスプランゼミ
数学・理科系ゼミ
外国文化ゼミ
日本文化ゼミ
フィジカルサイエンスゼミ
芸術総合ゼミ
生活科学ゼミ
数学と社会ゼミ

メカゼミ
サブカルチャー批評ゼミ
理系徹底探究ゼミ
人文・社会ゼミ
国際関係ゼミ
地域探究ゼミ
歴史学・社会学ゼミ
哲学・文学ゼミ
地理ゼミ
ケアリングゼミ
都市計画建築ゼミ

⾼1 2学期〜 2021年度のゼミの例



◆みらとび発表会（毎年秋頃開催）
中等1年～中等5年
高校1年・高校2年が参加
⇒高校では高2が全員発表
高1が聴講

◆論文執筆
高2修了時までに論文を全員
が執筆

みらとび発表会・論⽂執筆



英

数

社

国

探究のない学び 探究のある学び

理
探究



GEAR(⻭⾞)のようなもの

どの教科にも分類できないが
どの教科にも必要

ギ ア

探究の授業って︖



こういう⼈でありたい︕

将来への⾒通しを持ち、
それに向けて今、何をすべきかを理解し、
実⾏することができる⼒を育てる教育

今、何をすべきか︖

将来への
⾒通しを
持つ

理解し、
実⾏する

３.キャリア教育



⾼1
社会と繋がる

⾼2
学問と繋がる

⾼3
未来と繋がる

⽇常的なキャリア教育
1分間スピーチ 毎⽇のふり返り キャリアデザイン授業(LHR)

キャリアガイダンス
ジョブシャドウイング

⾼⼤連携企画
研究室シャドウイング
フロンティアセミナー

第⼀志望宣⾔
三者⾯談

キャリア教育 3年間のイメージ



“偶然の出会い”を“よい出会い”に〜HR〜

クラス全員から届く
「メッセージカード」



“偶然の出会い”を“よい出会い”に〜キャリアデザイン〜



⾼1 キャリアイベント

ジョブシャドウイング
働く⼤⼈に寄り添い客観的に仕事を観察することで、⼀⽣懸命働く⼤⼈の姿
から将来どうなりたいか、また進路について様々な気づきを得るキャリアイベント

・株式会社神奈川新聞社
・世界銀⾏
・クオール株式会社(調剤薬局)

・放射線医学総合研究所
・ユアサハラ法律特許事務所
・エナジープールジャパン株式会社
・⾸⾥社会保険労務⼠法⼈

・⽇本航空株式会社
・株式会社みずほ銀⾏
・清⽔建設株式会社
・⼤倉⼭記念病院
・ヤフー株式会社
・三井住友海上あいおい⽣命
保険株式会社

・株式会社⽇本能率協会
マネジメントセンター
・株式会社NOLTYプランナーズ
・株式会社放送衛星システム
・OneWorld税理⼠法⼈
・埼⽟医科⼤学病院

他、多数

〈過年度 実施実績〉 ⼀部抜粋

“偶然の出会い”を“よい出会い”に〜キャリアイベント〜



“偶然の出会い”を“よい出会い”に〜キャリアイベント〜



⾼2 キャリアイベント

研究室シャドウイング
⼤学の研究室を訪問し、実際に実験や講義、ゼミに参加することで
⼤学の学びを体験するキャリアイベント

〈過年度 実施実績〉 ⼀部抜粋
・東京理科⼤学
・東京農業⼤学
・法政⼤学
・成蹊⼤学

・⾸都⼤学東京
・東京学芸⼤学
・都留⽂科⼤学
・東京海洋⼤学

・⽇本⼤学
・国⼠舘⼤学

“偶然の出会い”を“よい出会い”に〜キャリアイベント〜



“偶然の出会い”を“よい出会い”に〜キャリアイベント〜



⾼⼤連携企画
学問の最先端で活躍する
⼤学教授によるレクチャー

フロンティアセミナー
第⼀線で活躍する社会⼈による
講演、ワークショップ

“偶然の出会い”を“よい出会い”に〜キャリアイベント〜



第⼀志望宣⾔

どのような⼤⼈・⼈間でありたいか︖
どのような社会貢献をしたいか︖
そのために何を学ぶのか︖
そのための進路は︖
それに向けて今、何をするのか︖

⾃分の“道”を⾃分の⾔葉で語る



⽣徒が主役の
三者⾯談 ⽣徒

保護者教員
教員と保護者が
⽣徒の宣⾔に
「承認メッセージ」を送ることで
成⻑のエンジンに⽕を付ける︕

⾃分の“道”を⾃分の⾔葉で語る



学校教育目標

学校グランドデザイン

スクールポリシー

学校長期ルーブリック

教科グランドデザイン（「探究」含む）

教科長期ルーブリック（「探究」含む）

キャリア教育グランドデザイン

キャリア教育長期ルーブリック

学年別グランドデザイン

科目別年間シラバス・単元別シラバス

学校教育目標を頂点とする
ピラミッド構造

社会に⽣きる主体して
⾃ら考え判断し⾏動できる資質能⼒の育成

AL型授業
探究
キャリア教育

3本柱

授業をベースとした学校改⾰

改革ビジョン

「建学の精神」をベースに

カリキュラムマネジメント ⽬標の構造



【育てたい資質能力】（学校教育目標）
社会に生きる主体として自ら考え判断し行動できる資質・能力の育成
①他者を承認した上で、多様な人たちと協働できる
②学び続け問い続けながら、探究することができる
③自己を知り、将来の見通しを持って自らを高めることができる
④未知に挑み、出会いを生かして世界を広げることができる

生徒たちの持つ潜在的資質
・課題に真面目に取り組もうとする
・仲間を思いやり、協力し合おうとする
・知的好奇心をもって掘り下げようとする
・進路実現に向けて前に進もうとする
・出会いを自らの成長に活かそうとする

目指す生徒たちの姿
・自ら考え判断し行動している
・他者を承認し、協働している
・学び続け、問い続けて探究する
・自己を知り、将来の見通しをもつ
・未知に挑み、世界を広げている

何を学ぶ
☑学力の３要素を育てる教科カリキュラム
基礎的な知識技能
問題解決のための思考力判断力表現力
学びに向かう力
※大学受験にもしっかり対応

☑問題解決に挑む探究学習プログラム
☑大学・社会につながるキャリア教育

どのように学ぶ
☑AL型授業（言語活動）
個‐協働‐個／リフレクション／前に出て発表
☑探究
ゼミ活動／発表／論文執筆
☑キャリア教育
HR活動／１分間スピーチ／活動日誌／学校
行事／キャリア宣言／プレゼン型面談

発達段階に

応じた指導

指導方法

・AL
・探究
・キャリア教育

桐蔭学園⾼校 グランドデザイン



桐蔭学園⾼校 スクールポリシー
➀育成を⽬指す資質・能⼒に関する⽅針
本校では、「社会に⽣きる主体として⾃ら考え判断し⾏動できる資質・能⼒の育成」という教育⽬標に基づき編成された教育課程において、
所定の単位を履修及び習得するとともに、その学修成果として以下に掲げる要件を満たした⽣徒に対して校⻑が卒業を認定します。
〇他者を承認した上で、多様な⼈たちと協働できる
〇学び続け問い続けながら、探究することができる
〇⾃⼰を知り、将来の⾒通しを持って⾃らを⾼めることができる
〇未知に挑み、出会いを⽣かして世界を広げることができる

②教育課程の編成及び実施に関する⽅針
〇３年間という限られた期間のなかで、⽣徒たちが楽しみながら学び合い、⼀⼈ひとりが成⻑を実感できるカリキュラムを編成します。
〇「個-協働-個」の学習サイクル、「リフレクション」、「前に出て発表」を取り⼊れたAL型授業を通して、学⼒の３要素（基礎的な知識・
技能、問題解決のための思考⼒・判断⼒・表現⼒、学びに向かう⼒）をバランスよく育成します。

〇教科カリキュラムや授業外プログラムを通して、⽇常の学習の積み重ねのなかで、基礎学⼒の定着を図り、⼤学受験に対応できる応⽤⼒を
育成します。

〇問題解決に挑む探究学習プログラムを通して、学び続け問い続けながら探究できる資質・能⼒を育成します。
〔１年次〕基本的な探究スキルの習得・ゼミ活動
〔２年次〕ゼミ活動・発表・論⽂執筆

〇⽇常のHR活動や学校⾏事、⼤学・社会につなぐさまざまキャリア教育プログラムを通して、⾃⼰を知り、将来の⾒通しをもって⾃らを⾼め
ることができる資質・能⼒を育成します。

③⼊学者の受⼊れに関する⽅針
本校では、教育⽬標に基づき編成された教育課程を通し、「社会に⽣きる主体として⾃ら考え判断し⾏動できる資質・能⼒の育成」を⽬指し
ています。そのため、中学校卒業程度の学⼒とともに、基本的な⽣活習慣を有し、特に次に掲げる資質を有する⽣徒を求めています。
・課題に真⾯⽬に取り組み、知的好奇⼼をもって掘り下げようとする
・仲間を思いやり、協⼒し合おうとする
・出会いを⾃らの成⻑に活かし、進路実現に向けて前に進もうとする



桐蔭学園⾼校 3年間の学びと成⻑（⻑期ルーブリック）
【育てたい資質能力】（学校教育目標）
社会に生きる主体として自ら考え判断し行動できる資質・能力の育成
①他者を承認した上で、多様な人たちと協働できる
②学び続け問い続けながら、探究することができる
③自己を知り、将来の見通しを持って自らを高めることができる
④未知に挑み、出会いを生かして世界を広げることができる

高１ 全力応援！ 高２ 挑戦！ 高３ 最後までやり抜く！

目指す姿
自他に気づき、認める 世界を広げ、挑戦する 社会とつなぎ、未来を見通す

教科学力
学習内容を理解している
（わかっている）
資料を見ながら説明できる

学習内容を習得している
（身についている）
自分の言葉で説明できる

学習内容に習熟している
（深めている）
わかりやすく説明できる

リテラシー
問題を見出し、課題が設定できる 仮説を立てて検証し、考察できる 根拠に基づき、的確に批評できる

コンピテンシー
楽しみながら一緒に取り組める あきらめず声を掛け合って自分で取り組める 取り組むと決めたことをみんなでやり抜く

AL型授業

探究 キャリア教育



教科グランドデザイン 教科ルーブリック



WEBシラバス

WEBシラバスホーム
⇒科目別シラバス
⇒単元別シラバス
⇒動画解説

WEB化により、

• 学校・教科別のグランドデザイ
ン、長期ルーブリック、科目別
のシラバスがいつもで閲覧で
きる

• リンクで見やすくできる
• 動画解説が入れられる



桐蔭学園⾼等学校 キャリア教育グランドデザイン ⻑期ルーブリック

１年 2年 3年

社会とつながる 学問とつながる 未来とつながる

LHRにおけるキャリアデザインワーク
⾃⼰分析を通じて内的キャリアに気付くことができる。さら
に、進路選択のための基本的な考え⽅や⼤学について
知り、学ぶことの意義を理解できる。

「なぜ人は働くのか」「社会で求められる

人材とは」「キャリアアンカーとは」といったワークを通じ
て、働くことの意義や社会に貢献することの重要性を理
解できる。

フロンティアセミナー 卒業生ガイダンス プレゼン型三者面談
ジョブシャドウイング(任意） 研究室シャドウイング（任意） キャリア宣言

自分の力で『自らの人生』を切り拓く力の育成

３年間のキャリアイベント

模擬試験の分析等を通じて、⾃分の⽴ち位置を知り、志
望校合格に向けたプランニングをすることができる。

基礎的・汎⽤的能⼒ 能⼒育成のための主な取り組み
①かかわる⼒
（⼈間関係形成能⼒） 【SHR】１分間スピーチ 【授業】AL型授業 【課外活動】アフタースクール（任意）

②みつめる⼒
（⾃⼰理解 ・⾃⼰管理能⼒） 【SHR】活動⽇誌 【LHR】学びの⼿引き 【進路指導】学びみらいPASS

③やりぬく⼒
（課題解決能⼒） 【⾏事】学園祭 【授業】 未来への扉（探究） 【課外活動】委員会等 【進路指導】⼤学受験対策

④かなえる⼒
（キャリアプランニング能⼒） 【LHR】キャリアデザインワーク 【進路指導】⽂理・科⽬選択､模試の受験と活⽤

①将来の見通しを持つことができる ②そのために今何をすべきか、理解し、実行できる



田村知子・村川雅弘・吉冨芳正・西岡加名恵／編著
「カリキュラムマネジメント・ハンドブック」

成果が得られた実感。
しかし、あくまで印象。

8

カリキュラムマネジメント PDCAサイクルを回す教学IR

エビデンスによる
効果検証

⇒教学IR

・模試
・学びみらいPASS
・⽣徒アンケート
・英検など



学⼒の３要素（教科学⼒,リテラシー,コンピテンシー）
教科学⼒とコンピテンシーの観点から４つに分類
➀上（○△○+○○○） →教科学⼒・コンピテンシーともに〇
②中上（△△○+△○○） →教科学⼒△、コンピテンシー〇
③中下（○△△+○○△） →教科学⼒〇、コンピテンシー△
➃下（△△△+△○△） →教科学⼒・コンピテンシーともに△
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高１

高2

学びみらいPASS 学力の３要素（高1・高2）

上（〇△〇+〇〇〇） 中上（△△〇+△〇〇）

中下（〇△△+〇〇△） 下（△△△+△〇△）

コンピテンシーが
伸びていない

AL型授業・探究・キャリア教育の効果検証

⾼1・⾼2で実施

模試では測れない
教科学力以外の「学力」にも注目

教科学⼒は向上
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コンピ△⇒コンピ〇

コンピ△⇒コンピ△

コンピテンシー変化（高1→高2）×授業で意見を聞いて考える（高2）
χ2(4)=9.948,p<0.05

よく行っている ときどき行っている あまり行っていない ほとんど行ったいない

AL型授業でコンピテンシーは伸びたのか︖
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コンピ△⇒コンピ△

コンピテンシー変化（高1→高2）×授業のふり返りが次の学びにつながっている（高2）
χ2(4)=9.926,p<0.05

とても それなり ほどほどに あまりない ほとんどない
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